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検
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◇
実

施
日

２
０

１
８

年
０

２
月

１
８

日
(
日

)
 

晴
 

◇
参

加
者

；
豊

嶋
 

寛
、

川
島

 
功

、
沖

﨑
吉

信
、

生
熊

敏
男

・
千

満
子

、
 

児
嶋

道
夫

、
濱

野
兼

吉
、

竹
中

卓
治

、
高

階
美

根
子

、
 

梶
野

照
雄

、
青

木
宏

充
。

 
 

 
 

 
 

 
 

 
１

１
名

。
 

 

今
年

に
入

っ
て

寒
波

の
期

間
が

長
く

て
雪

国
の

被
害

が
、

連
日

ニ
ュ

ー
ス

 

で
伝

え
ら

れ
て

い
る

が
、

こ
の

紀
南

で
は

雪
被

害
は

稀
だ

が
山

は
別

だ
。

 

今
朝

の
国

道
は

０
℃

と
な

っ
て

い
る

、
山

道
の

凍
結

は
ど

う
だ

ろ
う

か
と

 

新
宮

の
集

合
場

所
に

向
か

う
。

 

 
 

７
時

３
０

分
前

に
沖

﨑
車

(
濱

野
・

生
熊

夫
妻

)
と

豊
嶋

車
(
川

島
･
児

嶋
)
 

２
台

に
分

乗
し

、
玉

置
口

の
瀞

ト
ン

ネ
ル

入
口

で
高

階
・
竹

中
さ

ん
２

名
を

 

沖
﨑

車
に

乗
せ

る
。

 

玉
置

川
集

落
を

経
て

本
宮

辻
か

ら
上

の
道

路
の

日
陰

は
、
約

５
㎝

の
残

雪
 

が
あ

り
、
路
面

も
ワ

ダ
チ

部
分

は
氷

結
し

て
い

る
が

、
冬

用
タ

イ
ヤ

装
着

の
 

４
Ｗ

Ｄ
は

順
調

に
走

行
し

、
玉

置
山

駐
車

場
に

８
時

半
過

ぎ
に

着
く

と
、
既

 

に
梶

野
・

青
木

車
が

待
機

し
て

い
た

。
気

温
は

マ
イ

ナ
ス

５
℃

ら
し

い
。

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

玉
置

山
駐

車
場

に
合

流
・

始
令

 

 

本
日

の
作

業
予

定
の

説
明

が
あ

り
、
多

数
参

加
さ

れ
た

た
め

２
班

に
分

れ
 

て
、
２

１
世

紀
の

森
公

園
か

ら
の

逆
峰

班
は

、
沖

﨑
・
児

嶋
・
豊

嶋
・
梶

野
・

高
階

の
５

名
、

残
り

６
名

は
此

処
か

ら
玉

置
山

を
経

て
２

１
世

紀
の

森
へ

(
順

峰
班

)
と

縦
走

交
差

点
検

巡
視

と
な

っ
た

。
チ

ェ
ン

ソ
ー

は
、
各

班
１

台

ず
つ

又
、

剪
定

鋏
と

無
線

機
を

持
ち

各
班

９
時

前
に

出
発

。
 

  
 
順順 順順
峰峰 峰峰
班班 班班
(( ((
玉
置
山

玉
置
山

玉
置
山

玉
置
山
～～ ～～
２
１

２
１

２
１

２
１
世
紀

世
紀

世
紀

世
紀
のの のの
森森 森森
)) ))
    

 
チ

ェ
ン

ソ
ー

は
川

島
さ

ん
が

持
っ

て
く

れ
た

が
、

背
負

子
を

積
み

忘
れ

た
 

と
か

で
手

に
下

げ
る

事
に

な
り

玉
置

神
社

へ
行

き
づ

ら
い

と
、

神
社

か
ら

山
 

頂
へ

は
青

木
・

竹
中

・
濱

野
氏

３
名

が
、

残
り

３
名

は
駐

車
場

よ
り

玉
置

山
 

山
頂

へ
登

る
事

に
な

る
。
い

つ
も

な
ら

背
負

子
だ

け
は

持
っ

て
来

て
い

た
が

、
 

こ
ん

な
時

に
限

っ
て

始
か

ら
家

に
置

い
て

来
た

の
が

、
恥

じ
入

る
ば

か
り

で
 

申
し
訳

な
い

。
 

 
約

５
㎝

の
残

雪
で
踏

み
跡

は
氷

結
し

、
段

差
の

あ
る

所
は
滑

り
易

く
慎
重

 

に
登

る
。
 
奥
駈

道
・
カ
ツ
エ
坂

分
岐

に
荷

を
置

き
、
川

島
・
生

熊
千

は
山

 

頂
へ

。
分
岐

に
戻

り
神

社
参
拝
組

が
合
流
す

る
間

に
、
チ

ェ
ン

ソ
ー

を
試
運
 

転
し

て
み

る
と
，

始
動

し
た

が
燃
料

タ
ン
ク
内

が
空

に
近

い
。

 

 
カ
ツ
エ
坂

分
岐

で
青

木
・

竹
中

さ
ん

と
合
流

し
、
補

充
ガ

ソ
リ

ン
等

を
持

 

っ
て

い
る

濱
野

氏
が
遅

れ
て

い
る

の
か

、
し
ば

ら
く

待
つ

が
着

か
な

い
。

 

青
木

・
竹

中
さ

ん
を

待
機

さ
せ

て
先

へ
と
進
む

。
 

 
 

 

 
 

出
発

！
 

 
 

 
 

駐
車

場
よ

り
玉

置
山

へ
 

 
 

玉
置

山
山

頂
に

て
 



 2 

 
空

を
見

れ
ば

青
天

だ
が

、
や

は
り
尾

根
は
風

が
強

く
体
感

温
度

は
マ

イ
ナ

 

ス
１

０
℃
位

に
感

じ
る

。
雑

木
倒

木
が
在

り
、

チ
ェ

ン
ソ

ー
を

始
動

さ
せ

る
 

が
燃
料
切

れ
の
様

で
始
動

し
な

い
、
燃
料

が
到

着
す

る
ま

で
は
倒

木
処
理

は
 

手
鋸

で
進
む

。
 

待
機

し
た

青
木

・
竹

中
さ

ん
が

、
濱

野
さ

ん
が

来
な

い
と
追

い
着

く
。

 

携
帯

で
濱

野
さ

ん
に

連
絡
す

る
と

、
参

道
は
ツ

ル
ツ

ル
に

氷
っ

て
い

て
、

 

山
頂

へ
廻

ら
ず

に
、
神

社
か

ら
引

き
返

し
車

道
を
歩

い
て
カ
ツ
エ
坂

に
向

っ
 

て
い

る
と

の
こ

と
。
世
界
遺
産
記
念
碑

の
あ

る
林

道
接

点
で

１
０

時
前

に
６

 

名
全
員

が
合
流

し
、

チ
ェ

ン
ソ

ー
に
燃
料

を
補
給
す

る
。

 

 
此

処
か

ら
車

道
を
少

し
歩

き
、
車

道
下

の
奥
駈

道
に

入
る

と
残

雪
は

無
く
 

な
り

、
赤
松

の
倒

木
が
在

り
チ

ェ
ン

ソ
ー

で
切
除
す

る
。
少

し
辿

る
と
ア
セ
 

ビ
の
倒

木
が
在

り
切
除
す

る
。

 
 

 
 

 

カ
ツ

エ
坂

分
岐

で
合

流
 

 
雑

木
倒

木
を

鋸
で

切
除

 
カ

ツ
エ

坂
( 世

界
遺

産
記

念
碑
) 

  
先
頭

の
青

木
氏

は
、

落
枝
や
腐
倒

木
を
除

け
る

と
共

に
剪

定
鋏

で
、

こ
 

ま
め

に
茂

っ
て

来
た
ア
セ
ビ
等

の
枝
葉

を
払

っ
て
進

ん
で

下
さ

る
、

中
で

も
 

イ
バ
ラ

の
あ

る
山
帰

来
は

、
ズ
ボ

ン
等
衣
服

を
傷

め
る

の
で

気
を
付

け
て

処
 

理
し

て
い

か
な

け
れ
ば

と
言

っ
て

作
業

さ
れ

て
い

る
。
 

支
障

に
な

る
杉
斜

木
を

２
本
切
除

し
、
花
折
塚

で
小
休
止
す

る
。
案
内
板
 

が
新

し
く

な
っ

て
い

た
。
 

 

 
 

 
 

 

 
赤

松
倒

木
切

除
後

 
 

 
 

 
ア

セ
ビ

の
倒

木
 

 
 

 
 

花
折

塚
 

 

 
 

 

 
腐

倒
木

が
道

塞
ぐ

 
 

 
 

 
 

 
 

沖
崎

班
と

交
差

合
流
( 昼

食
) 

 水
呑
金
剛
碑

を
過

ぎ
、
道

に
横

た
わ

る
太

い
腐
倒

木
を
二
人
掛

り
で
除

け
 

て
か

ら
「
昨

年
こ

こ
ら

で
昼
食

し
た
ね
」
と
言

っ
て

い
る

と
、
逆

峰
班
先
頭
 

の
梶

野
さ

ん
と

出
会

う
。
こ

の
場

に
腰

を
降

ろ
し

、
ま

だ
作

業
中

で
着

い
て
 

な
い

青
木

さ
ん

を
残

し
て

、
後
続

者
が
全
員
揃

っ
た

１
１

時
半

前
に
昼
食

と
 

な
っ

た
。

青
木

さ
ん
遅

れ
て
到

着
、
ご
苦
労

さ
ん

で
し

た
。
 

陽
が
当

っ
て

い
る

と
は
言

え
気

温
が
低

い
が

、
風

が
避

け
ら

れ
る
地

点
が
 

幸
い

し
、
女
性
陣

か
ら

差
入

れ
の
カ

ス
テ
ラ
・
干

し
杏
等

で
、
児

嶋
コ

ー
ヒ
 

ー
が

美
味

い
こ

と
。
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１

２
時
頃

に
腰

を
上

げ
て

、
そ

れ
ぞ

れ
終

点
に

向
っ

て
歩

き
出
す

。
 

此
処

か
ら

は
逆

峰
班

が
点

検
整
備
済

な
の

で
、
川

島
さ

ん
手

持
ち

の
チ

ェ
 

ン
ソ

ー
は

、
林

道
近

く
の
奥
駈

道
に

置
い

て
、
玉

置
山

駐
車

場
に
戻

る
際

に
 

回
収
す

る
と
言

う
。
 

稚
児
ノ

森
を

過
ぎ

、
蜘
蛛

の
口

を
過

ぎ
る

と
如
意
宝
珠
岳

へ
の

、
や
や
急
 

な
登

り
坂

で
あ

る
。
山

頂
に
立

つ
と

児
嶋

さ
ん

の
標
識

が
設

置
さ

れ
て

い
る

。 

足
の
早

い
青

木
さ

ん
は

、
居

な
い

が
５

名
は
小
休
止
す

る
。
 

 
 

 
 

稚
児

ノ
森

石
祠

 
 

 
 

蜘
蛛

ノ
口
( 岩

ノ
口
)  

 
 

如
意

宝
珠

岳
( 千

眺
之

森
) 

 
 

 

古
屋

宿
跡

 
 

 
 

 
2
1
世

紀
の

森
へ

の
分

岐
 

延
長

林
道

か
ら

山
道

へ
 

 古
屋
宿
跡

を
越

え
、

２
１

世
紀

の
森

へ
の

分
岐

か
ら

下
る

と
、
直

ぐ
近

く
 

ま
で
林

道
が
延
び

て
い

た
。
林

道
途

中
か

ら
道
標

に
導

か
れ

、
こ

れ
ま

で
の
 

山
道

に
入

り
、

登
山

口
標
識
地

点
で
林

道
に
降

り
て

、
２

１
世

紀
の

森
東
 

屋
へ

１
３

時
２

０
分

に
到

着
。
水

場
の
支
谷

は
、

前
面

結
氷

し
て

い
た

。
 

 
 

 

林
道

か
ら

の
登

山
口

道
標

 
 

水
場

の
支

谷
が

結
氷

 
 

 
東

屋
に

無
事

下
山
 

 鍵
の
預

か
っ

た
沖

﨑
車

を
運
転

し
て

、
所
々

残
雪

が
氷

結
し

た
車

道
を
辿
 

り
、

玉
置

山
駐

車
場

へ
１

４
時
頃

に
戻

る
。
 

逆
峰

班
は

、
未

だ
到

着
し

て
い

な
い

の
で

無
線

連
絡

を
取

る
と
「
カ
ツ
エ
 

坂
手

前
と

の
事
」

時
間

の
節

約
も

あ
り

、
カ
ツ
エ
坂

の
道

路
接

点
ま

で
沖

﨑
 

車
で
迎

え
に

行
く

。
逆

峰
班

の
皆

さ
ん

は
１

０
分
程

で
カ
ツ
エ
坂

に
到

着
さ
 

れ
、
再
び

駐
車

場
に
戻

る
。
 

 
帰

り
支
度
後

、
今

日
営

業
し

て
い

た
売
店

で
全
員
コ

ー
ヒ

ー
タ

イ
ム

、
売
 

店
叔
父

さ
ん

の
玉

置
神

社
近
況
話

に
華

が
咲

い
た

所
で
店

を
出

て
、
記
念
撮
 

影
後

、
大
阪
組

と
別

れ
て
そ

れ
ぞ

れ
解
散

と
な

っ
た

。
 

行
動

行
動

行
動

行
動
タ
イ
ム

タ
イ
ム

タ
イ
ム

タ
イ
ム
    

新
宮
7
:
2
5
→
8
:
3
5
玉

置
山

駐
車

場
8
:
5
5
→
9
:
1
5
玉

置
山

山
頂
→
9
:
2
5
カ
ツ

エ
坂

分
岐
9
:
3
5
→
9
;
5
5
カ
ツ
エ
坂

(
世
界
遺
産
記
念
碑

)
1
0
:
0
0
→
1
0
:
3
0
花

折
塚
1
0
:
3
5
→
1
1
:
0
5
水
呑
金
剛
碑
→
1
1
:
2
0
合
流

(
昼
食

)
1
2
:
0
0
→
1
2
:
2
5

稚
児
ノ

森
石
祠
→
1
2
:
3
0
蜘
蛛
ノ

口
(
岩
ノ

口
)
→
1
2
:
4
5
如
意
宝
珠
岳

(
千

眺
之

森
)
1
2
:
5
0
→
1
2
:
5
7
古
屋
宿
跡
→

２
１

世
紀

の
森

へ
の

分
岐
1
3
:
0
0
→

1
3
:
2
0
２

１
世

紀
の

森
東
屋
1
3
:
3
0
→
1
4
:
0
0
玉

置
山

駐
車

場
(
解
散

)
1
4
:
5
5
。
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

(
記

；
生

熊
。
写
真

；
川

島
)
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逆
峰
班

逆
峰
班

逆
峰
班

逆
峰
班
(( ((
２
１

２
１

２
１

２
１
世
紀

世
紀

世
紀

世
紀
のの のの
森森 森森
～～ ～～
カ
ツ
エ

カ
ツ
エ

カ
ツ
エ

カ
ツ
エ
坂坂 坂坂
)) ))
    

９
時

前
、

玉
置

山
駐

車
場

を
沖

﨑
車

で
出

発
。

雪
の
量

は
少

な
い

が
２

１

世
紀

の
森

登
山

口
迄

の
約

８
㎞

の
と

こ
ろ

ど
こ

ろ
の

路
面

が
氷

っ
て
お

り
又

、

下
り

が
続

く
の

で
慎
重

に
慎
重

に
と

走
行

し
た

。
 

９
時

２
０

分
玉

置
山

を
目
指

し
て

ス
タ

ー
ト

、
尾

根
の
奥
駈

道
合
流
迄

２

５
分
位

だ
。
林

道
を

１
２
～

１
３

分
歩

き
山

道
に

入
り

５
～

６
分

登
っ

た

か
？
突
然
目

の
前

に
以

前
に

は
無

か
っ

た
林

道
(
作

業
道

)
が

出
て

来
た

。
 

先
行

の
児

嶋
・

豊
嶋

の
お
二
人

は
、
尾

根
に

向
っ

て
直

登
し

、
す

ぐ
上

に

あ
っ

た
倒

木
を

チ
ェ

ン
ソ

ー
で

処
理
す

る
作

業
に

入
っ

て
い

た
。

 

奥
駈

道
左

の
標
識

が
在

る
の

で
沖

﨑
が
左
方

向
へ
進
む

。
６

０
～

７
０
ｍ

先
に
更

に
奥
駈

道
の
標
識

が
あ

っ
て

、
村

吉
氏

作
製
標
識

の
分
岐

を
確
認

し
、

皆
さ

ん
に
声

を
か

け
合
流

し
た

。
 

玉
置

山
辺

り
か

ら
行
仙

に
か

け
て

は
、
村
有
林

が
大

半
の
様

だ
が

、
村

で

は
間
伐
や
伐
採

な
ど

の
作

業
が
継
続
的

に
行
わ

れ
て
お

り
、

こ
の
様

な
作

業

道
の

新
設

に
よ

る
登

山
道

の
分
断
や
環
境

が
懸
念

さ
れ

る
。

 

 
 

 
 

 

2
1
世

紀
の

森
東

屋
に

到
着

 
登

山
口

手
前

の
林

道
 

 
 

新
規

延
長

林
道

へ
 

 分
岐

か
ら
直

ぐ
の

所
に
古
屋
宿

(
ふ

る
や

の
し

ゅ
く
)
の
小

さ
な
石
柱

が
あ

る
。
７

５
靡

の
内

、
宿

と
さ

れ
る

と
こ

ろ
が

１
８
ヶ

所
あ

る
が

、
こ

こ
は
昔

、

平
坦
地

で
池

も
あ

っ
て

、
宿
泊

施
設

も
沢

山
あ

っ
た

所
で

、
峰

中
の
重
要

な

宿
と
位

置
づ

け
ら

れ
て

い
た

よ
う

だ
。
西

行
法
師

も
此

処
に
滞
在

し
た
記
録

も
あ

る
よ

う
だ

。
し

か
し

、
明

治
２

２
年

の
十
津

川
大
水

害
で
一
帯

が
押

し

流
さ

れ
、
宿
跡

は
跡
形

も
無

く
消

え
失

せ
て

い
る

。
 

す
ぐ
如
意
宝
珠
岳

の
登

り
に

か
か

り
、

１
０

時
１

２
分

山
頂

に
着

く
。

こ

こ
靡

１
１
番

・
如
意
宝
珠
岳

(
7
3
6
m
)
は

、
如
意
宝
珠
埋
納

の
伝

説
が

あ
っ

て

昭
文

社
マ
ッ
プ

は
如
意
宝
珠
岳

と
な

っ
て

い
る

。
又

、
別

に
千
眺

の
森

・
千

本
森

と
も
呼
ば

れ
た
ほ

ど
眺

め
の
良

い
山

で
あ

っ
た

が
、
古
屋

の
宿
同
様

、

十
津

川
大
水

害
で
崩
壊

し
た

と
記
録

さ
れ

て
い

て
、
眺
望

の
良

さ
も
消

え
失

せ
た

。
 

児
嶋

さ
ん

は
、「
如
意
宝
珠
岳
」
の
銘
板
標
識

が
地

上
に

置
か

れ
て
お

り
、

立
木

に
移
設
す

る
と
共

に
案
内
標
識

を
新
設

し
た

。
 

 
 

 
 

 

古
屋

宿
跡

碑
手

直
し

 
 

 
 

如
意

宝
珠

岳
の

新
標

識
と

地
上

標
識

移
設

 

 こ
こ
迄

チ
ェ

ン
ソ

ー
使

う
こ

と
も

な
か

っ
た

が
、

山
頂
直

下
で
雑

木
(
径

1
0
㎝
位

)
が

道
を
塞

い
で

い
て

チ
ェ

ン
ソ

ー
で

処
理

し
た

。
 

岩
の

口
(
蜘
蛛

の
口

)
で
小
休
止

(
１

０
時

４
０

分
)
。

 

そ
の
先

で
緑
色

の
濃

い
植
物
帯

に
入

る
、
以

前
か

ら
気

に
な

っ
て

い
て

、

高
階

さ
ん

に
名

前
を
聞

く
と
「
ユ
ズ
リ
ハ
」

と
言

う
こ

と
だ

。
帰

っ
て
パ

ソ

コ
ン

で
検
索

し
て

み
た

。
常
緑

高
木

で
古

名
は
「
ユ
ズ

ル
ハ
」

高
さ

１
０
ｍ

位
ま

で
な

り
、
雌

雄
異
株

で
花

は
５
～

６
月

に
咲

き
、
果

実
は

１
０
～

１
１
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月
に
熟
す

。
そ

の
名

は
、
春

に
枝
先

に
若
葉

が
出

た
あ

と
前

年
の
葉

が
そ

れ

に
譲

る
様

に
落
葉
す

る
こ

と
か

ら
そ

の
様

子
が

、
親

が
子

を
育

て
て

家
が

代
々
続

い
て

行
く
様

に
見

た
て

て
縁
起
物

と
さ

れ
、
正

月
飾

り
や
庭

木
に
使

わ
れ

て
い

る
と

あ
る

。
誰

が
命

名
し

た
の

か
知

ら
な

い
が
命

名
者

、
昔

の
人

は
す
ご

い
。

 

 
 

 
 

 

雑
木

の
風

倒
木

切
除

 
 

 
岩

の
口

(
上

葛
川

分
岐

)
 

 
 

稚
児

ノ
森

石
祠

 

 １
１

時
最
初

の
奥
駈

道
案
内
板

の
あ

る
林

道
へ
降

り
る

。
そ

こ
か

ら
２

０

分
程

で
順

峰
班

と
合
流

し
、
昼
食

と
な

っ
た

。
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
標

識
再

設
置

 
 

 
林

道
沿

い
の

奥
駈

道
案

内
板

 
各

班
合

流
・

昼
食

 

こ
れ

か
ら
先

は
、

順
峰

班
が
整
備
済

で
あ

り
作

業
も

な
し

と
思

っ
た

が
、
林

 

道
か

ら
奥
駈

道
へ

入
っ

た
り

出
た

り
す

る
箇

所
の

道
標

を
手
直

し
し

た
。

 

約
２

０
ヶ

所
位

に
設

置
さ

れ
て

い
る

玉
岡

さ
ん

作
製

の
道
標

は
、
平
成

２
 

３
年

１
１

月
２

７
日

に
玉
岡

・
濱

野
・

沖
﨑

の
３
人

が
設

置
し

た
も

の
で

、
 

６
年

と
少
々

経
過

し
て

、
か

な
り
腐
食

も
進

み
更

新
の
必
要

時
期

と
な

っ
て

 

来
た

。
こ

の
間

に
、
水
呑
金
剛
石
碑

に
も

た
れ

か
か

っ
て

い
た
倒

木
の

処
理

、
 

も
う
一
ヶ

所
杉
斜

木
の

チ
ェ

ン
ソ

ー
処
理

を
行

う
。

 

 
 

 
 

 
 

 

 
水

呑
金

剛
の

倒
木

処
理

 
 

 
 

林
道

か
ら

奥
駈

道
へ

の
道

標
整

備
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 
花

折
塚

に
て

記
念

撮
影

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

道
標

新
設
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こ

 

道
標

の
整

備
 

 
 

 
杉

斜
木

を
切

除
 

 
 

世
界

遺
産

記
念

碑
 

 

世
界
遺
産
記
念
碑

前
で

、
生

熊
さ

ん
出
迎

え
の

車
で

玉
置

山
駐

車
場

に
 

１
４

時
２

０
分
頃

に
戻

っ
た

。
 

 
 

 
 

 
 

売
店

で
コ

ー
ヒ

ー
休

憩
 

 
 

 
 

本
日

の
作

業
参

加
者

 

  

行
動

行
動

行
動

行
動
タ
イ
ム

タ
イ
ム

タ
イ
ム

タ
イ
ム
    

玉
置

山
駐

車
場
8
:
5
5
→
9
:
2
0
２

１
世

紀
の

森
東
屋
→
9
:
3
5
登

山
口
石
柱

道

標
→
9
:
4
5
２

１
世

紀
の

森
分
岐
→
9
:
5
2
古
屋
宿
跡
→
1
0
:
1
2
如
意
宝
珠
岳

(
千
眺
之

森
)
1
0
:
1
5
→
1
0
:
3
5
蜘
蛛
ノ

口
(
岩
ノ

口
)
→
1
0
:
5
0
稚

児
ノ

森
→

1
1
:
2
0
合
流

(
昼
食

)
1
2
:
0
0
→
1
2
:
1
2
水
呑
金
剛
碑
→
1
3
:
1
5
花
折
塚
1
3
:
2
0

→
1
4
:
1
5
カ
ツ
エ
坂

(
世
界
遺
産
記
念
碑

)
→
1
4
:
2
0
玉

置
山

駐
車

場
。

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

(
記

；
沖

﨑
。
写
真

；
梶

野
)
 
 


